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ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス
 
 
 

  
 

第１期（決算日：2015年１月26日） 
 

  

本資料の記載内容に関するお問い合わせ先 
営業企画推進部 
お客様専用フリーダイヤル

TEL.0120-151034
(9:00～17:00､土･日･祝日･12月31日～１月３日を除く)

お客様のお取引内容につきましては、お取り扱いの販売会社にお尋ねください。

 

受益者のみなさまへ 
 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、お手持ちの「ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債

インデックス」は、去る１月26日に第１期の決算を行い

ました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

 今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券／インデックス型 
信 託 期 間 無期限（2014年11月６日設定） 

運 用 方 針 

国内物価連動国債インデックスマザーファンド
受益証券への投資を通じて、主としてわが国の
物価連動国債に実質的な投資を行い、NOMURA 物
価連動国債インデックス（フロアあり）に連動
する投資成果をめざして運用を行います。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を維
持することを基本とします。 
対象インデックスとの連動を維持するため、先
物取引等を利用し債券の実質投資比率が100％を
超える場合があります。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

国内物価連動国債インデックスマザ
ーファンド受益証券を主要投資対象
とします。なお、わが国の国債に直
接投資することがあります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の物価連動国債を主要投資対
象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。

マ ザ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額を分配対象額とし、
分配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案
して委託会社が決定します。ただし、分配対象
収益が少額の場合には分配を行わないことがあ
ります。 

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニー

サ）」の適用対象です。 

詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
 

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 

URL:http://www.am.mufg.jp/ 
ｅＭＡＸＩＳ専用サイト URL:http://emaxis.muam.jp/ 
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本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の
合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

N O M U R A  物 価 連 動 国 債
インデックス(フロアあり) 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2014年11月６日 10,000 － － 107.50 － － － 350

１期(2015年１月26日) 9,721 0 △2.8 104.32 △3.0 98.2 － 882
 
（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注）設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 
（注）NOMURA 物価連動国債インデックス（フロアあり）とは、野村證券株式会社が発表している日本国が発行したフロアありの物価連動国

債のパフォーマンスインデックスで、ポートフォリオの投資収益率・利回り・クーポン・デュレーション等の各指標が日々公表され
ます。NOMURA 物価連動国債インデックス（フロアあり）は野村證券株式会社の知的財産であり、当ファンドの運用成果に関し、野村
證券株式会社は一切関係ありません。  

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

N O M U R A  物 価 連 動 国 債
インデックス(フロアあり) 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率

 騰 落 率  騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％

2014年11月６日 10,000 － 107.50 － － －

11月末 9,932 △0.7 106.52 △0.9 98.2 －

12月末 9,671 △3.3 103.77 △3.5 97.4 －

(期  末)   

2015年１月26日 9,721 △2.8 104.32 △3.0 98.2 －
 
（注）騰落率は設定日比。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 



ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス

1

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第１期：2014/11/６～2015/１/26）

基準価額の動き 基準価額は設定時に比べ2.8％の下落となりました。

ベンチマークとの差異
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－3.0％）を0.2％上回
りました。

基準価額の主な変動要因

下落要因
原油価格の下落などを背景に物価見通しが低迷し、物価連動国債市況（ＮＯＭ
ＵＲＡ 物価連動国債インデックス（フロアあり））が下がったため、基準価
額は下落しました。

第１期首 ：10,000円
第１期末 ： 9,721円

（既払分配金 0円）
騰落率 ： -2.8％
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設定時 2015/１/７

(円) (百万円)

純資産総額（右目盛） 基準価額（左目盛）
ベンチマーク（左目盛）

基準価額等の推移
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投資環境について （第１期：2014/11/６～2015/１/26）

・物価連動国債市況（ＮＯＭＵＲＡ 物価連動国債インデックス（フロアあり））は設定時に比
べて3.0％下落しました。

・原油価格が大幅下落したことや2015年10月に予定されていた消費増税が先送りされたことな
どを背景に物価見通しが低迷し、市況は下落しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

＜ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス＞
・当ファンドは、主として、国内物価連動国債インデックスマザーファンド受益証券（以下、
マザーファンド）に投資しており、これを通じてベンチマークに連動する投資成果をめざし
て運用を行いました。

・資産のほぼ全額をマザーファンドに投資したことにより、基準価額は債券市況とほぼ同様の
推移となりました。

＜国内物価連動国債インデックスマザーファンド＞
基準価額は設定時に比べ2.7％の下落となりました。

・資産のほぼ全額を債券に投資し、高い公社債組入比率を維持しました。
・ベンチマーク採用全銘柄に投資することで、指数を模倣しました。
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当該投資信託のベンチマークとの差異について

-3.5％

-3.0％

-2.5％

-2.0％

-1.5％

-1.0％

-0.5％

0.0％

2014/11/５～2015/１/26

ファンド ベンチマーク

基準価額（ベビーファンド）とベンチマークの対比（騰落率）
＜ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス＞
ベンチマークとのカイ離は、0.2％程度と低水準に
抑制し、高い連動性を維持しました。

マザーファンド
保有以外の要因

マザーファンド
保有による要因

合 計

ベンチマーク
と の カ イ 離

△0.1％程度 0.3％程度 0.2％程度

（注）四捨五入などにより各要因を合算した値と合計が一致しない

ことがあります。

＜マザーファンド保有以外の要因＞
ファンドの管理コスト等は△0.1％程度でした。

＜マザーファンド保有による要因＞
マザーファンド保有による要因は0.3％程度でし
た。

＜国内物価連動国債インデックスマザーファンド＞
ベンチマークは3.0％下落し、カイ離は0.3％程度となりました。

ポートフォリオ
要 因

取 引 要 因
評価時価差異
に基づく要因

合 計

ベ ン チ マ ー ク と の カ イ 離 △0.0％程度 0.3％程度 △0.0％程度 0.3％程度

（注）四捨五入などにより各要因を合算した値と合計が一致しないことがあります。

◎ポートフォリオ要因
ポートフォリオによる影響は△0.0％程度でした。
・公社債の実質の組入比率については、期を通じて高位に保ち、ベンチマークとの連動性を

高めるよう努めました。
・ベンチマーク採用全銘柄に投資することでベンチマークとの連動性を維持するよう努めま

した。

◎取引要因
取引による影響は0.3％程度でした。

◎評価時価差異に基づく要因
評価時価差異による影響は、△0.0％程度となりました。
・保有する債券の評価時価が、ファンドとベンチマークで異なるために生じる要因です。
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分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託
財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】� （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第１期

2014年11月６日～2015年１月26日

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 0

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファン
ドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない
場合があります。
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今後の運用方針

＜ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス＞
・ベンチマークであるＮＯＭＵＲＡ 物価連動国債インデックス（フロアあり）に連動する成果
をめざすべく、ファンドの資産のほぼ全額を国内物価連動国債インデックスマザーファンド
受益証券に投資し、高い実質公社債組入比率を維持します。

＜国内物価連動国債インデックスマザーファンド＞
・ベンチマークであるＮＯＭＵＲＡ 物価連動国債インデックス（フロアあり）に連動する成果
をめざすべく、ファンドの資産のほぼ全額を公社債に投資し、高い公社債組入比率を維持し
ます。

・原則としてベンチマークの採用全銘柄へ投資し、指数を模倣します。
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○１万口当たりの費用明細 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 10  0.097 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 4)  (0.038) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等
の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 5)  (0.046) 分配金・償還金・換金代金支払等の事務手続き、交付運用報告書等の送付､購
入後の説明・情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013) 投資信託財産の保管・管理､運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 10   0.098   

期中の平均基準価額は、9,801円です。  

 
（注）各期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
国内物価連動国債インデックスマザーファンド 1,008,038 999,768 100,879 98,008
 
 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○利害関係人との取引状況等 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

 

＜ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス＞ 

 該当事項はございません。 
 

＜国内物価連動国債インデックスマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 972 186 19.1 86 16 18.6

   

平均保有割合 100.0%   
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況  

設定時残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 
百万円 百万円 百万円 百万円  

350 － － 350 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2015年１月26日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 
 千口 千円
国内物価連動国債インデックスマザーファンド 907,159 882,666
 
 

マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2015年１月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％
国内物価連動国債インデックスマザーファンド 882,666 98.8
コール・ローン等、その他 10,533 1.2
投資信託財産総額 893,199 100.0
    

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2015年１月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 893,199,320  

 コール・ローン等 4,619,198  

 国内物価連動国債インデックスマザーファンド(評価額) 882,666,115  

 未収入金 5,914,000  

 未収利息 7  

(B) 負債 10,399,105  

 未払解約金 9,697,672  

 未払信託報酬 696,928  

 その他未払費用 4,505  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 882,800,215  

 元本 908,160,098  

 次期繰越損益金 △ 25,359,883  

(D) 受益権総口数 908,160,098口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,721円
 
＜注記事項＞ 
①設定年月日 2014年11月６日
 設定元本額 350,000,000円
 期中追加設定元本額 858,160,009円
 期中一部解約元本額 299,999,911円

○損益の状況 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 863  

 受取利息 863  

(B) 有価証券売買損益 △12,924,776  

 売買益 5,682,330  

 売買損 △18,607,106  

(C) 信託報酬等 △   701,433  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △13,625,346  

(E) 追加信託差損益金 △11,734,537  

 (売買損益相当額) (△11,734,537) 

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △25,359,883  

(G) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △25,359,883  

 追加信託差損益金 △11,734,537  

 (配当等相当額) (      48,202) 

 (売買損益相当額) (△11,782,739) 

 繰越損益金 △13,625,346  
 
（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
（注）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は25,359,883円です。 
③分配金の計算過程 
 

 第１期 

費用控除後の配当等収益額 A －円

費用控除後・繰越欠損金補填後の 

有価証券売買等損益額 
B －円

収益調整金額 C 48,202円

分配準備積立金額 D －円

当ファンドの分配対象収益額 E=A+B+C+D 48,202円

当ファンドの期末残存口数 F 908,160,098口

１万口当たり収益分配対象額 G=E/F*10,000 0.53円

１万口当たり分配金額 H －円

収益分配金金額 I=F*H/10,000 －円
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＊三菱ＵＦＪ投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社にお問
い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

[ お 知 ら せ ] 
①書面決議を行う場合の受益者数要件の撤廃を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
②併合手続要件の緩和を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
③買取請求の一部適用除外を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
④運用報告書の二段階化について信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑤新たに発行可能となる新投資口予約権を投資の対象とする有価証券に追加し信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑥デリバティブ取引等のリスク量計算を規格化し、定量的に規制する旨を信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑦2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興
特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））
の税率が適用されます。 
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国内物価連動国債インデックスマザーファンド 

 
《第１期》決算日2015年１月26日 

［計算期間：2014年11月６日～2015年１月26日］ 

「国内物価連動国債インデックスマザーファンド」は、１月26日に第１期の決算を行いました。 
以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第１期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

運 用 方 針 

主としてわが国の物価連動国債に投資を行い、NOMURA 物価連動国債インデックス（フロア
あり）に連動する投資成果をめざして運用を行います。 
物価連動国債の組入比率は原則として高位を保ちます。 
対象インデックスとの連動を維持するため、先物取引等を利用し債券の実質投資比率が100％
を超える場合があります。 

主 要 運 用 対 象 わが国の物価連動国債を主要投資対象とします。 
主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

N O M U R A  物価連動国債
インデックス(フロアあり) 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

 
期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2014年11月６日 10,000 － 107.50 － － － 349

１期(2015年１月26日) 9,730 △2.7 104.32 △3.0 98.2 － 882
 
（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注）設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 
（注）NOMURA 物価連動国債インデックス（フロアあり）とは、野村證券株式会社が発表している日本国が発行したフロアありの物価連動国

債のパフォーマンスインデックスで、ポートフォリオの投資収益率・利回り・クーポン・デュレーション等の各指標が日々公表され
ます。NOMURA 物価連動国債インデックス（フロアあり）は野村證券株式会社の知的財産であり、当ファンドの運用成果に関し、野村
證券株式会社は一切関係ありません。  

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

  

291017 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

N O M U R A  物 価 連 動 国 債
インデックス(フロアあり) 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率

 騰 落 率  騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％

2014年11月６日 10,000 － 107.50 － － －

11月末 9,935 △0.7 106.52 △0.9 98.2 －

12月末 9,677 △3.2 103.77 △3.5 97.4 －

(期  末)   

2015年１月26日 9,730 △2.7 104.32 △3.0 98.2 －
 
（注）騰落率は設定日比。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 
◎基準価額の動き 
 基準価額は設定時に比べ2.7％の下落となり
ました。 
 
◎ベンチマークとの差異 
 ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率
（―3.0％）を0.3％上回りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注）ベンチマークは設定時の値をファンド基準価額と同一になる

よう指数化しています。 

 
●投資環境について 
・物  価連動国債市況（NOMURA 物価連動国債イン
デックス（フロアあり））は設定時に比べて

3.0％下落しました。 
・原油価格が大幅下落したことや2015年10月に
予定されていた消費増税が先送りされたこと
などを背景に物価見通しが低迷し、市況は下
落しました。 

 
●当該投資信託のポートフォリオについて 
・資産のほぼ全額を債券に投資し、高い公社債
組入比率を維持しました。 

・ベンチマーク採用全銘柄に投資することで、
指数を模倣しました。 

 
●当該投資信託のベンチマークとの差異につ
いて 

 ベンチマークは3.0％下落し、カイ離は0.3％
程度となりました。 
 

 ポートフォリオ
要 因

取 引 要 因 評価時価差異 
に基づく要因 

合 計

ベンチマーク
と の カ イ 離 △0.0％程度 0.3％程度 △0.0％程度 0.3％程度
 
(注）四捨五入などにより各要因を合算した値と合計が一致しない

ことがあります。 

 
◎ポートフォリオ要因 
 ポートフォリオによる影響は△0.0％程度で

した。 
・公社債の実質の組入比率については、期を通
じて高位に保ち、ベンチマークとの連動性を
高めるよう努めました。 

・ベンチマーク採用全銘柄に投資することでベ
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ンチマークとの連動性を維持するよう努めま
した。 

 
◎取引要因 
 取引による影響は0.3％程度でした。 
 
◎評価時価差異に基づく要因 
 評価時価差異による影響は、△0.0％程度とな
りました。 

・保有する債券の評価時価が、ファンドとベン
チマークで異なるために生じる要因です。 

 
○今後の運用方針 
・ベ  ンチマークであるNOMURA 物価連動国債イ
ンデックス（フロアあり）に連動する成果を
めざすべく、ファンドの資産のほぼ全額を公
社債に投資し、高い公社債組入比率を維持し
ます。 

・原則としてベンチマークの採用全銘柄へ投資
し、指数を模倣します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○売買及び取引の状況 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 972,734 86,765 

 
（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

 

○利害関係人との取引状況等 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 972 186 19.1 86 16 18.6

 
（注）公社債には現先などによるものを含みません。 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

公社債 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2015年１月26日現在) 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％  ％ 

国債証券 
802,000 866,725 98.2 － 98.2 －  － 

(802,000) (866,725) (98.2) (－) (98.2) (－) (－)

合 計 
802,000 866,725 98.2 － 98.2 －  － 

(802,000) (866,725) (98.2) (－) (98.2) (－) (－)
 
（注）( )内は非上場債で内書き。 
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
（注）現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日

国債証券 ％ 千円 千円  
第17回利付国債（物価連動・10年） 0.1 207,000 226,671 2023/９/10 
第18回利付国債（物価連動・10年） 0.1 276,000 300,618 2024/３/10 
第19回利付国債（物価連動・10年） 0.1 319,000 339,436 2024/９/10 

小 計 802,000 866,725  

合 計 802,000 866,725  
 
 

 

国内公社債 
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○投資信託財産の構成 (2015年１月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

公社債 866,725 97.5

コール・ローン等、その他 21,849 2.5

投資信託財産総額 888,574 100.0
 
 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2015年１月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 888,574,689  

 コール・ローン等 21,542,225  

 公社債(評価額) 866,725,533  

 未収利息 125,804  

 前払費用 181,127  

(B) 負債 5,914,000  

 未払解約金 5,914,000  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 882,660,689  

 元本 907,159,420  

 次期繰越損益金 △ 24,498,731  

(D) 受益権総口数 907,159,420口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,730円
 
＜注記事項＞ 
①設定元本額 349,965,000円
 期中追加設定元本額 658,073,989円
 期中一部解約元本額 100,879,569円

○損益の状況 (2014年11月６日～2015年１月26日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 143,904  

 受取利息 143,904  

(B) 有価証券売買損益 △19,243,215  

 売買益 115,171  

 売買損 △19,358,386  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △19,099,311  

(D) 追加信託差損益金 △ 8,270,989  

(E) 解約差損益金 2,871,569  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △24,498,731  

 次期繰越損益金(Ｆ) △24,498,731  
 
（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
（注）(D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。 
 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 
 ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス 907,159,420円 
③純資産総額が元本額を下回っており、その差額は24,498,731円です。 
 

[ お 知 ら せ ] 
①書面決議を行う場合の受益者数要件の撤廃を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
②併合手続要件の緩和を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
③買取請求の一部適用除外を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
④新たに発行可能となる新投資口予約権を投資の対象とする有価証券に追加し信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑤デリバティブ取引等のリスク量計算を規格化し、定量的に規制する旨を信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 

 




